
 ｢ふれあい学習｣に関する各種情報をお待ちしています。生涯学習やボランティア活動、 
子どものための地域活動、家庭教育支援等の情報をお寄せください。 
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中高生と地域の大人のつながりづくり 「ふれあい学習ネットワーク」
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい学習だより 
令和７年２月 第６７号 

芳賀教育事務所ふれあい学習課 

令和７年１月３０日（木）に益子町町民会館ホールにて 
「ふれあい学習ネットワーク」が開催されました。 
 地域で中高生が大人とつながり、自主的に活動できる関 
係をつくるためのプロジェクト（つなプロ）を進めてきま 
した。市町ごとに、中高生と大人と地域の課題に目を向け、 

中高生が考えを表現したり自由に話ができたりするような 
「場づくり」について、実践報告を行いました。 

その後、NPO 法人青二才代表理事の鈴木祐磨氏を講師に、 
若者が地域づくりに参画する重要性等について、様々な事例 
を交えてお話しいただきました。それぞれの立場において、 
若者と地域の大人との関係づくりの必要性について深く考え 
ることができました。参加者からは「地域に愛着がもてる子 
どもの育成に努めたい。」「子どもたちの居場所づくりをど 
のように進めたらよいか考えるきっかけとなった。」などの 
の感想が寄せられました。 

 

ジュニアリーダース研修会（１／２６） 会場：芳賀町生涯学習センター 

今年度は、防災の知識や技能を得たり、地域の人々と関わったり
する活動を実施し、災害発生時における高校生の役割を再確認して
きました。第 3 回研修会は、次年度に向けニュースポーツを体験し、
ジュニアリーダーとして子どもたちへの接し方や、子ども会活動等
における説明の仕方などについて学ぶ機会となりました。 

家庭教育を考える研修会（１０／１１）   会場：芳賀町民会館ホール 
講話「大人から明るく伝えたい性教育」 
講師 さら助産院院長 直井 亜紀 氏 
直井氏からは、性を学ぶことは自分の体と心を守るための 

必要な知識であると共に、人間関係を良好にし、心を安定さ 
せるスキルになるということについてお話いただきました。 

また、性の知識だけでなく、家庭でしか伝えられない性教育 
として、誕生や成長のスピードから、「あなたがいてくれて 
うれしい」、「愛すべき存在なのだ」と伝え続ける大切さ等、 

大人のかかわり方について学ぶ機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【芳賀町】 ボランティアが３つ！ 

 芳賀町では、ジュニアボランティア（中学生）、ジュニアリーダースクラブ（高校生）、ユ
ースボランティアつむぎ（青年）の３つの団体が活動しています。中学生、高校生のほか、 

町外に進学・就職した青年が芳賀町に戻り、若い世代の交流の場と 
なっています。道の駅はがのイベントでは、射的や風船釣りなどミ 
ニゲームの運営を一緒に行い、「やってみたい」ことを形にしまし 
た。幅広い年代の人とふれあうことで、新たな発見や学びがある活 
動となりました。 
この活動が、ボランティアや地域交流の楽しさを体験するだけで 

はなく、「自分の居場所」や「自分に何ができるか」を見つけるきっ 
かけになればと考えています。 

【益子町】 「スズムシ飼育教室」  
益子町の公民館主催講座、夏開催の「スズムシ飼育教室」は、身近な生き物に目を向けて

もらおうと数年前から始めた教室です。小学生だけでなく一般の方も参加して行っていま
す。 
本教室では、講師の先生からスズムシの生態や飼育のポイントを 

教えていただき、飼育箱を作ります。飼育箱が完成すると、講師の 
先生に幼虫を分けていただき、早速飼育が始まります。秋にスズム 
シの音を楽しむだけでなく、孵化させることを目指して、和気あい 
あいの雰囲気の中、真剣に取り組んでいます。 
今年度も、本教室での体験や幅広い年代の方々との交流により、 

多くの学びや気付きを得ることができました。 

真岡市では、真岡東小学校、真岡小学校に続き、今年度新たに、３校目となる真岡西小学
校に放課後子ども教室を開設しました。放課後子ども教室は、各学校の教室などで、毎週ま 

たは隔週水曜日の放課後に、地域のボランティアスタッフが計画し 
七夕飾り、ハロウィンのかぼちゃランタン、クリスマスリースなど 
季節の工作やスポーツ、昔遊びなどを実施しており、子どもたちは、 
スタッフの指導のもと、とても楽しそうに様々な活動に参加してい 
ます。 
今後も学校、家庭、地域が連携・協力し、放課後の安全・安心な 

子どもの居場所づくりを推進していきます。 

 

【真岡市】 放課後子ども教室の開設 

各市町での「ふれあい学習」の活動を紹介します！ 
 

【茂木町】 間伐材を使用したお箸づくり 

 
茂木町では、自然豊かな自分の町のすばらしさを知ってもらうため、小学５・６年生を対

象とした体験学習を実施しています。 
第４回目の学習会では、「間伐材を使用したお箸づくり」が開催 

され、児童１８名、保護者７名の計２５名の参加がありました。講 
師の先生から作り方の説明を聞いた後、一人ひとり自分に合うお箸 
を作りました。自分で形を整えていく作業では、みんな真剣に取り 
組んでいましたが、完成後は「出来た」という歓声と満面の笑みが 
印象的でした。「今度はコースターを作りたいな。」といった親子の 
会話も弾んでいました。 

 【市貝町】 まちづくりワークショップ 

 
中学生を対象に、まちづくりワークショップを開催しました。市貝町には高等学校がなく、

高校進学を機に町への関心が薄れる傾向にあります。そこで、中学生を対象に市貝町のこと
を知ってもらい、愛着をもってもらうきっかけづくりとして、イベン 
トを開催いたしました。イベントでは、16 名の中学生と４名の高校 
生、５名の地域住民が、「市貝町にある好きなモノ・コト」について 
話し合いました。さらに、「市貝町の好きなモノ・コト」を残してい 
くために、参加者自身が今日からできることについて考え、一人づつ 
みんなの前で、宣言しました。この活動が、地域に思いを馳せるきっ 
かけとなるとともに、自己有用感の向上に寄与できていれば幸いです。 


